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①密閉にならないように会議中も議場の扉を開放　②手指消毒の徹底①密閉にならないように会議中も議場の扉を開放　②手指消毒の徹底
③④傍聴席は間隔を広くとり、別に予備の傍聴席を準備③④傍聴席は間隔を広くとり、別に予備の傍聴席を準備
⑤質問日の議論は議場内の密度を下げて、議員も市職員も交代で入場⑤質問日の議論は議場内の密度を下げて、議員も市職員も交代で入場
　議場に入れない時は、中継画像で議事を見守りました　議場に入れない時は、中継画像で議事を見守りました
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～令和２年５月臨時会 開催～令和２年５月臨時会 開催
コロナに負けるな！コロナに負けるな！
特 集特 集

新しい生活様式と市議会新しい生活様式と市議会



コロナに負けるな！コロナに負けるな！ 　令和２年 

　新型コロナウイルス対策の特別措置法に基づき、全国を
対象に緊急事態宣言が出された中で、市が１日でも早く新
型コロナウイルス感染症対策の関連予算を執行できるよう、
倉敷市議会は、5月8日（金）に臨時会を開催しました。
　本会議場が耐震工事中で使用できず、急遽、市役所１０階
の大会議室での開催となりました。本会議場以外での開催
は、倉敷市議会では初めてのことです。
　国の新型コロナウイルス感染症緊急経済対策に基づき実
施する事業や、市独自の対策に要する経費を計上した補正
予算などについて、４つの会派が質疑を行い、執行部との
議論が交わされました。
　審議の結果、議案など１２件、発議１件が議決されました。

２２

～1日も早く感染症対策につなげるために～

市議会としての要望書を市長に提出

　「倉敷市議会政務活動費の交付に関する
    条例の改正について」

議 員 発 議

令和２年６月から令和３年１月(現議員の任期末)
までの間、政務活動費の月額を３万円、減額する
ことを決定しました。

開　催

 ５月臨時会

令和２年度　5月補正予算

一般会計のうち主な事業内容一般会計のうち主な事業内容
特別定額給付金給付事業　　　　　４８５億8,480万円
子育て世帯臨時特別給付金給付事業　 ６億8,112万円
 市独自の事業
事業継続支援金交付事業　　　　　１６億4,163万円
ふんばる事業者応援事業　　　　　　　　　　
ぼっけぇお得な「倉敷みらい旅」事業

2億円

新型コロナウイルス感染症対策経費のための
　　５１８億4,851万円 を可決しました

１億円

　新型コロナウイルス感染症対策について、市民の皆様から議員に寄せられたさまざまな
声を踏まえ、倉敷市議会として、１８項目からなる「新型コロナウイルス感染症に対する
重点要望事項」を取りまとめ、市長に提出、一層の対策を図るよう要望しました。

① 5月２０日　新型コロナウイルス感染症に対する重点要望事項

② ７月2１日　補正予算編成に関する要望事項
　倉敷市議会災害対策会議を開催し、視察旅費など議会費７３８万円の減額を行い、減額相当分を倉敷市新型コロナウイルス
感染症対策基金へ積み立て、今後必要となる感染症対策で有効に活用するよう市へ求めることを決定。9月補正予算へ反映さ
れるよう市長へ要望しました。

市の新型コロナウイルス感染症対策の状況を
考慮し、政務活動費を減額
　　月額１５万円　⇒　月額１２万円
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酒
津
陸
閘
は
、
誰
が
、
ど
の
時
点
で

指
示
を
出
し
、
閉
鎖
す
る
の
か

　

県
管
理
の
酒
津
陸
閘
は
、
誰
が
ど

の
時
点
で
指
示
を
出
し
、
ど
の
よ
う

に
閉
鎖
す
る
の
か
。
ま
た
、
実
際
に

閉
鎖
の
訓
練
は
行
わ
れ
た
の
か
。

市市　
県
が
、
水
位
11
・
６
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
時
点
で
閉
鎖
指
示
を
出
す

  

酒
津
陸
閘
は
、
ス
ラ
イ
ド
ゲ
ー
ト
式

に
改
良
さ
れ
、
少
人
数
、
短
時
間
で

の
閉
鎖
が
可
能
と
な
っ
た
。
県
が
行

う
閉
鎖
手
順
に
は
、
業
者
待
機
指
示
、

水
位
８・
７
メ
ー
ト
ル
を
超
え
た
時
点

で
の
交
通
規
制
指
示
、
避
難
判
断
水

位
11
・
６
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
時
点

で
の
閉
鎖
指
示
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
市
へ
連
絡
が
入
る
。

県
は
６
月
に
閉
鎖
の
手
順
訓
練
を
実

施
し
、
今
後
も
毎
年
出
水
期
前
に
訓

練
を
行
う
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

現
場
主
義
で
災
害
対
応
の
検
証
を

　

災
害
対
応
の
検
証
を
簡
単
に
や
り

過
ご
し
て
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ら
れ
る
の
か
。
現
場
主
義

が
不
抜
の
信
念
な
ら
、
再
度
、
災
害

対
応
検
証
報
告
書
を
ま
と
め
る
な
り
、

災
害
現
場
で
の
職
員
の
気
づ
き
や
体

験
な
ど
、
生
の
証
言
を
集
め
て
記
録

す
る
手
法
で
あ
る
災
害
エ
ス
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー
を
つ
く
る
べ
き
で
は
。

市市　
現
在
の
検
証
報
告
書
を
基
盤

と
し
、
災
害
対
応
を
充
実
さ
せ
た
い

　

災
害
対
応
検
証
報
告
書
は
、
職
員

の
意
見
調
査
す
べ
て
に
目
を
通
し
、
核

と
な
る
担
当
職
員
の
話
を
聞
き
、
今

後
の
災
害
対
応
、
市
民
の
避
難
支
援
、

地
域
で
の
防
災
・
減
災
対
策
の
方
針

を
ま
と
め
た
も
の
。
こ
の
報
告
書
を

基
盤
と
し
て
活
用
し
な
が
ら
、
災
害

対
応
を
充
実
さ
せ
た
い
。
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森
池
に
導
入
さ
れ
る
た
め
池
水

位
監
視
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
は

　

郷
内
地
区
の
木
見
に
あ
る
森
池
は
、

過
去
の
改
修
で
荒
手
（
排
水
路
）
が
少

し
高
く
な
り
、
池
に
流
入
す
る
尾
原

川
と
高
低
差
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
流

入
箇
所
近
辺
の
道
路
が
毎
年
冠
水
し

て
い
る
。
こ
の
森
池
に
、
た
め
池
水

位
監
視
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
と
聞

く
が
、
地
元
住
民
の
不
安
解
消
の
た

め
、
台
風
な
ど
災
害
が
予
想
さ
れ
る

場
合
の
有
効
性
に
つ
い
て
説
明
を
。

市市　
地
元
関
係
者
と
相
談
し
、
有
効

な
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
く

　

防
災
重
点
た
め
池
で
あ
る
森
池
へ

の
水
位
計
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

農
業
土
木
委
員
や
た
め
池
管
理
組
合

な
ど
の
地
元
関
係
者
と
相
談
し
な
が

ら
、
水
位
計
の
情
報
の
有
効
な
活
用

方
法
を
検
討
し
て
い
く
。
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洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
浸
水
区
域
変
更
の
理
由
は

　
平
成
28
年
作
成
の
洪
水
・
土
砂
災
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
浸
水
想
定
区

域
だ
っ
た
水
島
地
区
の
一
部
が
、
令

和
２
年
改
定
の
も
の
で
は
浸
水
し
な

い
と
な
っ
た
。
想
定
雨
量
が
同
じ
な

の
に
大
き
な
変
更
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
条
件
の
変
更
が
あ
っ
た
の
か
。

市市　
国
が
よ
り
詳
細
な
地
域
デ
ー
タ

を
反
映
、
解
析
し
た
結
果
に
よ
る

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
国
と
県
が
公

表
し
た
堤
防
の
決
壊
時
の
浸
水
区
域

と
深
さ
を
表
示
し
た
も
の
で
、
浸
水

区
域
の
変
更
は
、
国
が
浸
水
想
定
に
、

よ
り
詳
細
な
地
域
デ
ー
タ
を
反
映
さ

せ
解
析
し
た
結
果
。
内
水
氾
濫
な
ど

も
あ
り
、
全
て
安
心
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
の
で
、
区
域
の
変
更
な
ど
と

併
せ
て
市
民
に
広
く
広
報
し
た
い
。
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西
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令和 2年版では一部の地区で浸水想定区域が
変更されています
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。
内
水
氾
濫
な
ど

も
あ
り
、
全
て
安
心
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
の
で
、
区
域
の
変
更
な
ど
と

併
せ
て
市
民
に
広
く
広
報
し
た
い
。

３

無
所
属
ク
ラ
ブ

原
田
　
龍
五

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
辺
　
牧
美

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

三
宅
　
誠
志

防
　
　
災

質　問
６月定例会

市
政
の

市
政
の

聞
き
た
い

聞
き
た
い

未
来
ク
ラ
ブ

中
西
　
公
仁

令和 2年版では一部の地区で浸水想定区域が
変更されています



新
型
コ
ロ
ナ
第
２
波
に
備
え
、
速
や
か

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
き
る
体
制
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
第

２
波
に
備
え
て
、
症
状
が
あ
る
人
や

濃
厚
接
触
者
な
ど
、
検
査
を
必
要
と

す
る
人
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
の
枠
組

み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
速
や

か
に
検
査
を
す
る
体
制
が
求
め
ら
れ

る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

市市　
必
要
な
人
へ
の
検
査
を
速
や
か

に
実
施
で
き
る
体
制
を
整
え
た
い

　

保
健
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
受
診
相
談
セ
ン
タ
ー
で
相
談
を

受
け
、
必
要
な
人
に
検
査
を
実
施
し

て
き
た
。
今
後
、
第
２
波
に
よ
る
感

染
の
拡
大
時
に
も
、
必
要
な
人
へ
の

検
査
を
速
や
か
に
実
施
で
き
る
よ
う

体
制
を
整
え
、
医
師
会
な
ど
と
常
に

連
携
し
、
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
◇
◇
◇
◇

検
診
車
両
に
よ
る
巡
回
型
け
ん

し
ん
の
今
年
度
の
計
画
は

　

検
診
車
両
に
よ
る
巡
回
型
け
ん
し

ん
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
な
ど
で
8
月
末
ま
で
中
止
さ

れ
た
。
今
後
、
受
診
者
密
集
を
避
け

る
環
境
整
備
や
１
日
の
受
診
可
能
者

数
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
必
要

と
考
え
る
。
今
年
度
の
受
診
計
画
は
。

市市　
感
染
防
止
に
努
め
、
日
程
も

再
編
成
す
る

　

３
密
を
避
け
、
検
診
車
に
同
時
に

入
る
人
数
を
制
限
し
た
り
、
受
診
者

ご
と
に
検
査
機
器
を
消
毒
す
る
な
ど

の
感
染
防
止
対
策
を
検
討
中
。
ま
た
、

地
区
ご
と
に
会
場
を
集
約
し
、
広
め

の
会
場
で
時
間
を
長
め
に
す
る
な
ど
、

日
程
を
再
編
成
し
て
い
る
。
再
編
成

後
の
日
程
や
会
場
な
ど
は
、
決
ま
り

次
第
、
広
報
紙
な
ど
で
周
知
す
る
。
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◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
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◇
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◇

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

最
後
の
年
で
あ
る
こ
と
の
通
知
を

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、
定
期

接
種
の
機
会
を
逃
す
と
、
５
万
円
以

上
の
費
用
負
担
と
な
る
。
対
象
年
齢

の
最
後
の
年
と
な
る
高
校
１
年
生
相

当
の
女
子
の
居
る
家
庭
に
通
知
し
て

ほ
し
い
が
、
ど
う
か
。

市市　
県
と
連
携
し
、
ワ
ク
チ
ン
の

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
行
う

　

ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
正
し
い
知
識

の
普
及
啓
発
は
重
要
と
考
え
る
。
新

た
に
定
期
接
種
の
対
象
と
な
る
小
学

校
６
年
生
と
最
終
年
度
前
の
中
学
校

３
年
生
の
女
子
の
保
護
者
に
、
令
和

２
年
度
も
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
予

定
。
高
校
１
年
生
を
は
じ
め
、
他
の

年
代
の
対
象
者
お
よ
び
保
護
者
に
も
、

県
と
連
携
し
、
効
果
的
に
ワ
ク
チ
ン

の
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
行
う
。

ひ
と
り
親
家
庭
が
養
育
費
を
確
実

に
受
け
取
れ
る
仕
組
み
を

　
兵
庫
県
明
石
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
が
確
実
に
養
育
費
を
受
け
取
れ
る

よ
う
、
市
と
民
間
の
保
証
会
社
が
連

携
し
て
仲
介
す
る
事
業
が
あ
る
。
倉

敷
市
で
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

市市　
関
係
機
関
と
連
携
し
、
養
育
費

確
保
を
含
め
、
支
援
に
取
り
組
む

　

養
育
費
の
確
保
や
面
会
交
流
の
実

施
が
子
ど
も
の
健
全
育
成
に
必
要
と

認
識
し
て
い
る
。
養
育
費
・
面
会
交

流
相
談
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
厚
生
労
働
省
所
管
の
養

育
費
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
、

ひ
と
り
親
支
援
担
当
職
員
を
集
め
た

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
も
開
催
し
た
。
今

後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
養
育
費

確
保
へ
の
支
援
を
含
め
、
ひ
と
り
親

家
庭
へ
の
支
援
に
取
り
組
む
。
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◇
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◇
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◇

経
済
的
に
困
っ
て
い
る
学
生
の
た
め

奨
学
金
の
貸
付
要
件
の
見
直
し
を

　

倉
敷
市
の
貸
付
型
奨
学
金
が
無
利

子
に
も
か
か
わ
ら
ず
応
募
者
が
少
な

い
の
は
、
貸
付
金
額
が
大
学
生
で
も

４
万
円
と
少
な
く
、
他
の
奨
学
金
と

の
併
給
も
で
き
な
い
た
め
と
考
え
る
。

制
度
を
生
か
す
た
め
、
併
給
不
可
と

し
て
い
る
要
件
を
撤
廃
、
も
し
く
は

貸
付
金
額
を
引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
。

４

公
明
党
倉
敷
市
議
団

新
垣
　
敦
子

生
　
　
活

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

伊
東
　
裕
紀

未
来
ク
ラ
ブ

小
郷
ひ
な
子

健
　
　
康

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
口
　
明
子

新
政
ク
ラ
ブ

松
成
　
康
昭

岡山県が作成した
子宮頸がん予防リーフレット

５

市市　
他
の
奨
学
金
制
度
の
状
況
を

見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

　

他
の
貸
付
型
奨
学
金
と
の
併
給
は

で
き
な
い
が
、
給
付
型
と
の
併
給
は

可
能
。
併
給
不
可
の
要
件
や
貸
付
金

額
は
、
将
来
、
返
還
金
が
負
担
と
な

ら
な
い
よ
う
に
考
え
た
も
の
。
応
募

者
が
定
員
に
満
た
な
い
近
年
の
状
況

を
踏
ま
え
、
他
の
奨
学
金
制
度
の
状

況
も
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
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◇
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◇
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遺
留
金
取
り
扱
い
の
条
例
の
制
定
と
、

国
へ
の
法
的
整
備
の
要
望
を

　
神
戸
市
は
、
身
寄
り
の
な
い
人
の
遺

留
金
を
取
り
扱
う
条
例
を
制
定
し
て

い
る
。
倉
敷
市
も
制
定
す
べ
き
で
は
。

ま
た
、
遺
留
金
の
取
り
扱
い
の
法
的

整
備
と
、
地
方
自
治
体
へ
の
帰
属
な

ど
を
、
国
へ
要
望
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
ど
う
か
。

市市　
中
核
市
市
長
会
な
ど
を
通
じ
て

国
に
要
望
し
て
い
く

　

今
後
、
身
寄
り
の
な
い
一
人
暮
ら

し
の
人
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
結
果

と
し
て
法
律
に
根
拠
の
な
い
遺
留
金

の
保
管
が
発
生
す
る
こ
と
も
懸
念
さ

れ
る
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
遺
留
金
の
取
り
扱
い
に
関
す

る
根
拠
法
を
、
国
の
責
任
で
早
急
に

整
備
す
る
よ
う
、
中
核
市
市
長
会
な

ど
を
通
じ
て
要
望
し
て
い
く
。

児
島
地
区
に
整
備
予
定
の
学
校
給
食

共
同
調
理
場
の
設
置
場
所
は

　

市
内
に
３
カ
所
程
度
設
置
す
る
学

校
給
食
共
同
調
理
場
の
一
つ
を
、
児

島
地
区
に
整
備
す
る
た
め
の
経
費
が

予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的

な
設
置
場
所
は
ど
こ
か
。
ま
た
、
残

り
２
カ
所
程
度
の
調
理
場
も
、
児
島

地
区
と
同
じ
く
民
間
活
力
導
入
可
能

性
調
査
を
行
う
の
か
。

市市　
旧
海
技
大
学
校
跡
地
を
候
補
地

と
し
て
検
討
し
て
い
る

　

児
島
地
区
に
整
備
す
る
給
食
調
理

場
は
、配
送
の
利
便
性
が
高
く
、現
在
、

国
が
売
却
を
進
め
て
い
る
旧
海
技
大

学
校
跡
地
を
候
補
地
と
し
て
検
討
し

て
い
る
。
残
り
２
カ
所
程
度
設
置
予

定
の
共
同
調
理
場
も
、
倉
敷
市
Ｐ
Ｆ

Ｉ
活
用
指
針
に
沿
っ
て
、
民
間
活
力

の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。
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児
島
地
区
へ
の
学
校
給
食
共
同
調

理
場
建
設
計
画
の
撤
回
を
求
め
る

　

倉
敷
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場

で
は
、
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
で

定
め
る
２
時
間
喫
食
が
、
３
割
弱
し

か
守
ら
れ
て
い
な
い
状
況
が
常
態
化

し
て
い
る
。
共
同
調
理
場
で
は
、
食

数
を
１
レ
ー
ン
千
食
程
度
に
減
ら
さ

な
い
限
り
、
２
時
間
喫
食
は
守
れ
な

い
。
２
時
間
喫
食
問
題
の
解
決
が
見

通
せ
な
い
中
、
新
た
な
共
同
調
理
場

の
建
設
は
、
公
金
の
支
出
と
し
て
適

正
で
な
く
、
同
じ
過
ち
を
犯
す
こ
と

に
な
る
計
画
は
撤
回
す
べ
き
で
は
。

市市　
基
準
に
適
合
し
た
施
設
と
し
、

安
全
・
安
心
な
給
食
を
提
供
し
た
い

　

児
島
地
区
に
設
置
す
る
共
同
調
理

場
は
、
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
に

適
合
し
た
施
設
と
し
、
安
全
・
安
心

な
給
食
を
提
供
し
た
い
。
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倉
敷
市
民
会
館
駐
車
場
の
整
備

計
画
と
効
果
は

　

美
観
地
区
周
辺
の
交
通
量
抑
制
の

た
め
、
市
民
会
館
の
駐
車
場
を
市
営

駐
車
場
に
し
、
ま
た
、
内
水
対
策
と

し
て
透
水
性
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
に

す
る
と
聞
く
。
整
備
計
画
と
効
果
は
。

市市　
駐
車
台
数
は
22
台
増
、
雨
水

流
出
量
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
計
画
で
は
、
駐
車
台
数
は
現
在
よ
り

22
台
増
の
１
７
３
台
。
透
水
性
コ
ン

ク
リ
ー
ト
舗
装
の
採
用
に
よ
り
、
時

間
雨
量
20
ミ
リ
の
ど
し
ゃ
降
り
で
も
、

約
30
分
は
敷
地
外
へ
の
雨
水
流
出
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
路
面

温
度
の
上
昇
を
抑
え
る
効
果
も
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
強
度
で
は

劣
る
た
め
、
大
型
バ
ス
や
搬
入
用
ト

ラ
ッ
ク
の
走
行
ス
ペ
ー
ス
は
通
常
の

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗
装
す
る
。

市営駐車場として整備予定の
倉敷市民会館駐車場

新
政
ク
ラ
ブ

大
橋
　
健
良

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

末
田
　
正
彦

無
所
属
ク
ラ
ブ

時
尾
　
博
幸

新
政
ク
ラ
ブ

大
守
　
秀
行

施
　
　
設



５

市市　
他
の
奨
学
金
制
度
の
状
況
を

見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

　

他
の
貸
付
型
奨
学
金
と
の
併
給
は

で
き
な
い
が
、
給
付
型
と
の
併
給
は

可
能
。
併
給
不
可
の
要
件
や
貸
付
金

額
は
、
将
来
、
返
還
金
が
負
担
と
な

ら
な
い
よ
う
に
考
え
た
も
の
。
応
募

者
が
定
員
に
満
た
な
い
近
年
の
状
況

を
踏
ま
え
、
他
の
奨
学
金
制
度
の
状

況
も
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
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遺
留
金
取
り
扱
い
の
条
例
の
制
定
と
、

国
へ
の
法
的
整
備
の
要
望
を

　
神
戸
市
は
、
身
寄
り
の
な
い
人
の
遺

留
金
を
取
り
扱
う
条
例
を
制
定
し
て

い
る
。
倉
敷
市
も
制
定
す
べ
き
で
は
。

ま
た
、
遺
留
金
の
取
り
扱
い
の
法
的

整
備
と
、
地
方
自
治
体
へ
の
帰
属
な

ど
を
、
国
へ
要
望
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
ど
う
か
。

市市　
中
核
市
市
長
会
な
ど
を
通
じ
て

国
に
要
望
し
て
い
く

　

今
後
、
身
寄
り
の
な
い
一
人
暮
ら

し
の
人
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
結
果

と
し
て
法
律
に
根
拠
の
な
い
遺
留
金

の
保
管
が
発
生
す
る
こ
と
も
懸
念
さ

れ
る
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
遺
留
金
の
取
り
扱
い
に
関
す

る
根
拠
法
を
、
国
の
責
任
で
早
急
に

整
備
す
る
よ
う
、
中
核
市
市
長
会
な

ど
を
通
じ
て
要
望
し
て
い
く
。

児
島
地
区
に
整
備
予
定
の
学
校
給
食

共
同
調
理
場
の
設
置
場
所
は

　

市
内
に
３
カ
所
程
度
設
置
す
る
学

校
給
食
共
同
調
理
場
の
一
つ
を
、
児

島
地
区
に
整
備
す
る
た
め
の
経
費
が

予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的

な
設
置
場
所
は
ど
こ
か
。
ま
た
、
残

り
２
カ
所
程
度
の
調
理
場
も
、
児
島

地
区
と
同
じ
く
民
間
活
力
導
入
可
能

性
調
査
を
行
う
の
か
。

市市　
旧
海
技
大
学
校
跡
地
を
候
補
地

と
し
て
検
討
し
て
い
る

　

児
島
地
区
に
整
備
す
る
給
食
調
理

場
は
、配
送
の
利
便
性
が
高
く
、現
在
、

国
が
売
却
を
進
め
て
い
る
旧
海
技
大

学
校
跡
地
を
候
補
地
と
し
て
検
討
し

て
い
る
。
残
り
２
カ
所
程
度
設
置
予

定
の
共
同
調
理
場
も
、
倉
敷
市
Ｐ
Ｆ

Ｉ
活
用
指
針
に
沿
っ
て
、
民
間
活
力

の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。
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◇
◇
◇

児
島
地
区
へ
の
学
校
給
食
共
同
調

理
場
建
設
計
画
の
撤
回
を
求
め
る

　

倉
敷
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場

で
は
、
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
で

定
め
る
２
時
間
喫
食
が
、
３
割
弱
し

か
守
ら
れ
て
い
な
い
状
況
が
常
態
化

し
て
い
る
。
共
同
調
理
場
で
は
、
食

数
を
１
レ
ー
ン
千
食
程
度
に
減
ら
さ

な
い
限
り
、
２
時
間
喫
食
は
守
れ
な

い
。
２
時
間
喫
食
問
題
の
解
決
が
見

通
せ
な
い
中
、
新
た
な
共
同
調
理
場

の
建
設
は
、
公
金
の
支
出
と
し
て
適

正
で
な
く
、
同
じ
過
ち
を
犯
す
こ
と

に
な
る
計
画
は
撤
回
す
べ
き
で
は
。

市市　
基
準
に
適
合
し
た
施
設
と
し
、

安
全
・
安
心
な
給
食
を
提
供
し
た
い

　

児
島
地
区
に
設
置
す
る
共
同
調
理

場
は
、
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
に

適
合
し
た
施
設
と
し
、
安
全
・
安
心

な
給
食
を
提
供
し
た
い
。
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倉
敷
市
民
会
館
駐
車
場
の
整
備

計
画
と
効
果
は

　

美
観
地
区
周
辺
の
交
通
量
抑
制
の

た
め
、
市
民
会
館
の
駐
車
場
を
市
営

駐
車
場
に
し
、
ま
た
、
内
水
対
策
と

し
て
透
水
性
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
に

す
る
と
聞
く
。
整
備
計
画
と
効
果
は
。

市市　
駐
車
台
数
は
22
台
増
、
雨
水

流
出
量
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
計
画
で
は
、
駐
車
台
数
は
現
在
よ
り

22
台
増
の
１
７
３
台
。
透
水
性
コ
ン

ク
リ
ー
ト
舗
装
の
採
用
に
よ
り
、
時

間
雨
量
20
ミ
リ
の
ど
し
ゃ
降
り
で
も
、

約
30
分
は
敷
地
外
へ
の
雨
水
流
出
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
路
面

温
度
の
上
昇
を
抑
え
る
効
果
も
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
強
度
で
は

劣
る
た
め
、
大
型
バ
ス
や
搬
入
用
ト

ラ
ッ
ク
の
走
行
ス
ペ
ー
ス
は
通
常
の

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗
装
す
る
。

市営駐車場として整備予定の
倉敷市民会館駐車場

新
政
ク
ラ
ブ

大
橋
　
健
良

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

末
田
　
正
彦

無
所
属
ク
ラ
ブ

時
尾
　
博
幸

新
政
ク
ラ
ブ

大
守
　
秀
行

施
　
　
設



６６

倉
敷
北
児
童
セ
ン
タ
ー
の
新
築
、
西

岡
荘
の
改
築
に
あ
た
っ
て
の
要
望
は

　
倉
敷
北
児
童
セ
ン
タ
ー
の
新
築
、
西

岡
荘
の
改
築
に
あ
た
り
、
利
用
者
か

ら
の
要
望
の
内
容
は
。
ま
た
、
そ
の

意
見
は
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市市　
施
設
の
改
善
点
や
要
望
を
新

施
設
へ
反
映
さ
せ
る

　
北
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
調
理
が
で

き
る
部
屋
の
設
置
や
、
乳
幼
児
と
小
・

中
学
生
の
遊
び
場
を
分
け
て
ほ
し
い

と
の
要
望
に
対
し
て
、
食
育
活
動
室
や

乳
幼
児
用
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
予
定
。

西
岡
荘
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や
卓
球
な

ど
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
近
隣
へ
配

慮
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
に
対
し
て
、

音
楽
や
運
動
な
ど
の
活
動
を
行
う
部

屋
に
適
切
な
遮
音
性
を
確
保
す
る
な

ど
、
施
設
の
改
善
点
や
要
望
を
新
施

設
へ
反
映
さ
せ
る
。

用
水
路
転
落
防
止
対
策
の
状
況
は

　

県
が
策
定
し
た
用
水
路
等
転
落
事

故
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
市

内
全
域
で
調
査
を
行
い
、
用
水
路
転

落
防
止
対
策
を
計
画
的
、
効
率
的
に

進
め
る
と
聞
く
。
こ
れ
ま
で
の
実
施

状
況
、
ま
た
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市市　
対
策
す
べ
き
場
所
を
選
定
済
み
、

危
険
度
が
高
い
箇
所
か
ら
実
施
す
る

　

地
域
の
実
情
に
詳
し
い
住
民
に
協

力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
水
路
の
深
さ

や
幅
な
ど
の
構
造
的
な
観
点
と
、
小
・

中
学
校
の
通
学
路
や
高
齢
者
施
設
の

有
無
な
ど
を
考
慮
し
て
危
険
度
判
定

を
行
い
、
転
落
防
止
対
策
を
講
ず
べ

き
約
２
千
カ
所
を
選
定
し
た
。
今
年

度
は
、
危
険
度
が
高
い
箇
所
か
ら
約

５
０
０
カ
所
分
、
約
26
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
つ
い
て
、
転
落
防
止
柵
や
視
線

誘
導
標
な
ど
の
設
置
を
進
め
る
。
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◇
◇
◇
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◇
◇
◇
◇

都
市
計
画
道
路
の
生
坂
二
日
市
線
と

二
日
市
曽
根
線
の
整
備
予
定
は

　

生
坂
二
日
市
線
と
、
そ
の
延
長
で

あ
る
二
日
市
曽
根
線
は
、
地
域
の
人

か
ら
早
期
の
事
業
着
工
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
今
後
の
整
備
予
定
は
。

市市　
県
と
連
携
し
、
実
現
に
向
け
た

検
討
を
進
め
た
い

　

生
坂
二
日
市
線
は
、
小
町
ト
ン
ネ

ル
の
東
側
か
ら
国
道
２
号
ま
で
が
未

整
備
で
、
国
に
よ
る
国
道
２
号
の
渋

滞
緩
和
な
ど
対
策
案
の
検
討
に
合
わ

せ
、
６
月
補
正
予
算
に
測
量
や
予
備

設
計
な
ど
の
委
託
料
を
計
上
し
て
い

る
。
帯
江
か
ら
茶
屋
町
を
経
て
岡
山

市
曽
根
へ
向
か
う
二
日
市
曽
根
線
は
、

早
期
実
現
に
向
け
た
進
捗
を
図
る
よ

う
県
に
要
望
し
て
い
る
。
今
後
も
県

と
連
携
し
、
両
都
市
計
画
道
路
の
実

現
に
向
け
た
検
討
を
進
め
た
い
。

公
立
の
保
育
所
に
も
保
育
業
務
支
援

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

　

６
月
議
会
で
保
育
業
務
支
援
シ
ス

テ
ム
の
経
費
助
成
の
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
現
場
の
保
育
士
に
ど

の
よ
う
な
負
担
軽
減
が
見
込
ま
れ
る

の
か
。
ま
た
、
公
立
の
保
育
所
で
も

導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

市市　
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
検
討
す
る

　
登
降
園
の
管
理
、
指
導
案
や
日
誌
な

ど
の
作
成
、
保
護
者
へ
の
連
絡
帳
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
の
活
用
に
よ

り
、
現
場
の
保
育
士
の
負
担
軽
減
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
今
回
の
予
算
は

民
間
の
保
育
所
な
ど
へ
の
助
成
だ
が
、

公
立
、
民
間
と
も
に
保
育
士
の
確
保

が
難
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
、

今
後
、
公
立
で

も
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を

検
討
す
る
。

未
来
ク
ラ
ブ

矢
野
　
周
子

都
市
整
備

く
ら
し
き
希
望
の
会

日
向
　
　
豊

公
明
党
倉
敷
市
議
団

井
出
　
妙
子

公
明
党
倉
敷
市
議
団

薮
田
　
尊
典

保
　
　
育

16
15
14
13
12
11
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
記号 路線名 区間 事業主体

寿町八王寺線 倉敷市石見町 倉敷市
新田上富井線 倉敷市西中新田 倉敷市
柏島道越線 倉敷市玉島阿賀崎 倉敷市
柏島道越線 倉敷市玉島道越 倉敷市
西阿知矢柄線 倉敷市片島町 倉敷市
北浜日吉線 倉敷市日吉町 倉敷市
寿町石見線 倉敷市石見町 倉敷市
川入日吉線 倉敷市大内～日吉町 倉敷市
矢柄西田線 倉敷市中島～福井 倉敷市
矢柄西田線 倉敷市亀山 倉敷市
矢柄西田線 倉敷市加須山～亀山 岡山県
連島呼松線 倉敷市福田町古新田 岡山県
大内船穂道口線 倉敷市船穂町船穂～玉島長尾 岡山県
大内船穂道口線 倉敷市玉島道越～玉島道口 岡山県
勇崎大谷線 倉敷市玉島勇崎～玉島黒崎 岡山県
箕島矢部線 倉敷市下庄 岡山県

二日市曽根線の未整備部分

都市計画道路整備位置図より抜粋（一部加工しています）

生坂二日市線の未整備部分

国道 2号線

● 市長提出議案など（予算案５件、条例案８件、事件案４件、人事案２件、報告９件のうち主なものおよび賛否の分かれたものを掲載）
件　　名 結果 未 創 無 公 新 共 希

令和２年度倉敷市一般会計補正予算（第２号）
　新型コロナウイルス感染症対策として、生活自立相談支援センターの支援員を増員する経費や感染症の拡
大防止および地域経済の復興を図る目的で設置する基金への積立金など、また、市長公約に掲げている施策
を推進するための事業費として、復興防災公園（仮称）整備事業費、ため池防災減災事業費、水防センター
整備事業費、児童・生徒に１人１台パソコンを整備する経費、小・中・特別支援学校のトイレを洋式化する
経費、業務効率化のためＡＩやＲＰＡを導入する経費、児島地区の学校給食共同調理場整備に向けた経費、
外国人相談窓口を設置する経費、高梁川流域アルチザン（職人）支援事業費など、約８４億９，１００万円
の増額を計上。
（×のところは、新たな共同調理場建設は公金の支出として適正ではないという考えから、児島地区の学校
給食共同調理場整備に向けた経費について反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

常勤の特別職の職員、教育長等の給与の特例に関する条例の制定について
　新型コロナウイルス感染症による市民生活などへの影響を考慮し、令和２年６月１日を基準日とする常勤
の特別職などの期末手当について、市長は０．２月分、副市長は０．１５月分、常勤の監査委員、教育長、水
道事業管理者およびモーターボート競走事業管理者は０．１月分に相当する額を給料月額から減額し、市が
行う新型コロナウイルス感染症対策の財源の一部とするためのもの。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

倉敷市副市長の選任の同意を求めることについて
　令和２年６月１１日をもって任期満了となる生水哲男氏の後任として、引き続き生水哲男氏を任命するこ
とについて同意を求めるもの。

同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度倉敷市一般会計補正予算（第４号）
　新型コロナウイルス感染症対策や新しい生活様式への対応のため、国の補正予算に基づき実施するなど、
早急に対応が必要な経費として、ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業費、新型コロナウイルス感染症への
不安を抱える妊婦にウイルス検査を実施する経費、保育所や障がい福祉サービス事業所などで使用するマス
クや消毒液などを購入する経費の追加分、授業を再開した小・中・高・特別支援学校の感染症対策などに要
する経費、出産育児応援特別定額給付金給付事業費など、約１４億２，５００万円の増額を計上。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度倉敷市一般会計補正予算（第５号）
　新型コロナウイルス感染症対策で市独自の対応に要する経費として、早期の経済活性化を目指し、スマー
トフォン決済に対応した飲食・小売などの店舗を利用した人にポイントを付与し、消費を喚起するための「お
店を応援☆キャッシュレスでお得」事業費、感染症の今後の拡大や安全な避難所運営に備えてマスクや消毒
液、非接触型体温計、防護衣などを購入する経費、老人福祉施設やふれあいサロンなどで新しい生活様式に
対応した運営を行うための経費、コロナ禍においても継続して保育業務などを行った民間の保育所や認定こ
ども園、放課後児童クラブなどの従事者に特別支援給付金を給付する経費、感染時の重症化リスクが高い重
度障がい者（児）やその介護者、寝たきりの高齢者を在宅で介護している人などに特別支援給付金を給付す
る経費、感染症の影響を受けている就労継続支援事業所や路線バスなどの公共交通事業者に対して助成する
経費、離職や休業などにより生活が困窮し、住居の確保が困難になった人に対して家賃助成を行うための経
費など、約１０億９，１００万円の増額を計上。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案等審議状況 (　　　　　　　　)○：賛成   ×：反対 未－未来クラブ　創ーくらしき創生クラブ　無ー無所属クラブ　公－公明党倉敷市議団
新－新政クラブ　共－日本共産党倉敷市議会議員団　希－くらしき希望の会

７

※１※１※１

※２

※２　塩津　　学、原田　龍五（ともに無所属クラブ）は 棄権

● 請願（請願とは・・・市民の皆さまの市政に関する要望や意見）
件　　名 結果 未 創 無 公 新 共 希

地方財政の充実、強化を求める意見書の提出について　（内容は下記の議員提出議案に記載しています） 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

● 議員提出議案
件　　名 結果 未 創 無 公 新 共 希

地方財政の充実、強化を求める意見書の提出について
　今、地方自治体には、医療、介護など社会保障への対応、子育て支援策の充実、地域交通の維持確保など、
より多く複雑化した行政需要への対応が求められている。しかし、現実に公的サービスを担う人材不足は深
刻化しており、疲弊する職場実態にある中、大規模災害への防災・減災事業の実施など、緊急な対応を要す
る課題にも直面している。こうした地方の財源対応に、政府はいわゆる「骨太方針２０１８」で、２０２１
年度の地方財政計画まで、２０１８年度の地方財政計画の水準を下回らないよう、実質的に同水準を確保す
るとしているが、人口減少、超高齢化に伴う社会保障費の増大に加え、新型コロナウイルス感染症で疲弊し
た地域経済の回復など、地方の財政需要が増加することは必然であることから、２０２１年度の政府予算と
地方財政についての充実、強化を求める。（同趣旨の意見書を国に提出）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※１　平井　弘明（未来クラブ）、原　　　勲（くらしき創生クラブ）、塩津　　学（無所属クラブ）は 棄権



● 市長提出議案など（予算案５件、条例案８件、事件案４件、人事案２件、報告９件のうち主なものおよび賛否の分かれたものを掲載）
件　　名 結果 未 創 無 公 新 共 希

令和２年度倉敷市一般会計補正予算（第２号）
　新型コロナウイルス感染症対策として、生活自立相談支援センターの支援員を増員する経費や感染症の拡
大防止および地域経済の復興を図る目的で設置する基金への積立金など、また、市長公約に掲げている施策
を推進するための事業費として、復興防災公園（仮称）整備事業費、ため池防災減災事業費、水防センター
整備事業費、児童・生徒に１人１台パソコンを整備する経費、小・中・特別支援学校のトイレを洋式化する
経費、業務効率化のためＡＩやＲＰＡを導入する経費、児島地区の学校給食共同調理場整備に向けた経費、
外国人相談窓口を設置する経費、高梁川流域アルチザン（職人）支援事業費など、約８４億９，１００万円
の増額を計上。
（×のところは、新たな共同調理場建設は公金の支出として適正ではないという考えから、児島地区の学校
給食共同調理場整備に向けた経費について反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

常勤の特別職の職員、教育長等の給与の特例に関する条例の制定について
　新型コロナウイルス感染症による市民生活などへの影響を考慮し、令和２年６月１日を基準日とする常勤
の特別職などの期末手当について、市長は０．２月分、副市長は０．１５月分、常勤の監査委員、教育長、水
道事業管理者およびモーターボート競走事業管理者は０．１月分に相当する額を給料月額から減額し、市が
行う新型コロナウイルス感染症対策の財源の一部とするためのもの。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

倉敷市副市長の選任の同意を求めることについて
　令和２年６月１１日をもって任期満了となる生水哲男氏の後任として、引き続き生水哲男氏を任命するこ
とについて同意を求めるもの。

同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度倉敷市一般会計補正予算（第４号）
　新型コロナウイルス感染症対策や新しい生活様式への対応のため、国の補正予算に基づき実施するなど、
早急に対応が必要な経費として、ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業費、新型コロナウイルス感染症への
不安を抱える妊婦にウイルス検査を実施する経費、保育所や障がい福祉サービス事業所などで使用するマス
クや消毒液などを購入する経費の追加分、授業を再開した小・中・高・特別支援学校の感染症対策などに要
する経費、出産育児応援特別定額給付金給付事業費など、約１４億２，５００万円の増額を計上。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度倉敷市一般会計補正予算（第５号）
　新型コロナウイルス感染症対策で市独自の対応に要する経費として、早期の経済活性化を目指し、スマー
トフォン決済に対応した飲食・小売などの店舗を利用した人にポイントを付与し、消費を喚起するための「お
店を応援☆キャッシュレスでお得」事業費、感染症の今後の拡大や安全な避難所運営に備えてマスクや消毒
液、非接触型体温計、防護衣などを購入する経費、老人福祉施設やふれあいサロンなどで新しい生活様式に
対応した運営を行うための経費、コロナ禍においても継続して保育業務などを行った民間の保育所や認定こ
ども園、放課後児童クラブなどの従事者に特別支援給付金を給付する経費、感染時の重症化リスクが高い重
度障がい者（児）やその介護者、寝たきりの高齢者を在宅で介護している人などに特別支援給付金を給付す
る経費、感染症の影響を受けている就労継続支援事業所や路線バスなどの公共交通事業者に対して助成する
経費、離職や休業などにより生活が困窮し、住居の確保が困難になった人に対して家賃助成を行うための経
費など、約１０億９，１００万円の増額を計上。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案等審議状況 (　　　　　　　　)○：賛成   ×：反対 未－未来クラブ　創ーくらしき創生クラブ　無ー無所属クラブ　公－公明党倉敷市議団
新－新政クラブ　共－日本共産党倉敷市議会議員団　希－くらしき希望の会

７

※１※１※１

※２

※２　塩津　　学、原田　龍五（ともに無所属クラブ）は 棄権

● 請願（請願とは・・・市民の皆さまの市政に関する要望や意見）
件　　名 結果 未 創 無 公 新 共 希

地方財政の充実、強化を求める意見書の提出について　（内容は下記の議員提出議案に記載しています） 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

● 議員提出議案
件　　名 結果 未 創 無 公 新 共 希

地方財政の充実、強化を求める意見書の提出について
　今、地方自治体には、医療、介護など社会保障への対応、子育て支援策の充実、地域交通の維持確保など、
より多く複雑化した行政需要への対応が求められている。しかし、現実に公的サービスを担う人材不足は深
刻化しており、疲弊する職場実態にある中、大規模災害への防災・減災事業の実施など、緊急な対応を要す
る課題にも直面している。こうした地方の財源対応に、政府はいわゆる「骨太方針２０１８」で、２０２１
年度の地方財政計画まで、２０１８年度の地方財政計画の水準を下回らないよう、実質的に同水準を確保す
るとしているが、人口減少、超高齢化に伴う社会保障費の増大に加え、新型コロナウイルス感染症で疲弊し
た地域経済の回復など、地方の財政需要が増加することは必然であることから、２０２１年度の政府予算と
地方財政についての充実、強化を求める。（同趣旨の意見書を国に提出）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※１　平井　弘明（未来クラブ）、原　　　勲（くらしき創生クラブ）、塩津　　学（無所属クラブ）は 棄権



※正式には開会予定日の1週間前に開催される
　議会運営委員会で決まります。

市議会からのお知らせ
＊新しい常任委員会設置のお知らせ
　倉敷市議会では、令和２年４月、新たな常任委員会として全議員で構成する予算委員会を設置しました。
　これまで、予算議案は６つの常任委員会に所管ごとに付託されていましたが、令和２年６月定例会からは、予算委員会に一
括して付託されています。予算委員会では、まず、分野別の分科会で議案内容を詳細に審査し、その後、全体会で各分科会の
審査報告に基づき議論を行い、委員会としての最終的な結論を出します。
　予算に特化して審査する新たな委員会を、議会審議のさらなる充実・活性化につなげてまいります。

倉敷市議会 第３回定例会日程 (予定 )

月 日 (曜日 ) 会議日程

９

１ (火 ) 本会議：開会、議案上程、提案理由説明
７ ( 月 )～９ (水 ) 本会議：質問

10 ( 木 ) 本会議：質問
委員会：予算

11 ( 金 ) 委員会（予算分科会）：市民文教･文化産業
14 ( 月 ) 委員会（予算分科会）：総務･建設消防
15 ( 火 ) 委員会（予算分科会）：保健福祉･環境水道
17 ( 木 ) 委員会：決算特別（企業会計）
23 ( 水 ) 委員会：決算特別（一般会計）
25 ( 金 ) 委員会：決算特別（特別会計・財産区会計）
28 ( 月 ) 委員会：予算
30 ( 水 ) 本会議：委員長報告､議決 ､閉会

８

● 委員会提出議案
件　　名 結果 未 創 無 公 新 共 希

単県医療費公費負担制度に係る補助率の見直しを求める意見書の提出について
　岡山県の単県医療費公費負担制度における本市への補助率について、小児医療費については平成３０年度
に４分の１に引き上げられたが、政令市である岡山市を除く県内他市町村が全て２分の１であるのに対し、
依然として、本市のみ補助率が引き下げられている状況は、遺憾である。
　岡山県においては、単県医療費公費負担制度の目的、趣旨に鑑みて、同じ県民である倉敷市民がひとしく
恩恵を受けられるよう、補助率を２分の１に戻すことを強く要望する。（同趣旨の意見書を県に提出）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

倉敷市議会議員の表彰
　全国市議会議長会および中国市議会議長会から表彰を受けた議員に対して６月１９日に表彰状の伝達を行いました。
受賞者を代表して、末田正彦議員と矢野周子議員が、議長より表彰状を受け取りました。

全国市議会議長会表彰
議員１５年以上
末田　正彦

赤澤　幹温
塩津　　学

時尾　博幸
矢野　周子 藤原　薫子

議員１６年以上 議員１２年以上
中国市議会議長会表彰

議員８年以上
伊東　裕紀

新政クラブ

会　派　構　成

末田　正彦
田口　明子
田辺　牧美
三宅　誠志
田辺　昭夫

議長のため
採決に加わらず

大橋　　賢
小郷ひな子
片山　貴光
中西　公仁
平井　弘明

藤井　昭佐
矢野　周子
山畑　滝男
若林　昭雄
斎藤武次郎

未来クラブ

※

荒木　竜二
伊東　裕紀
北畠　克彦
難波　朋裕
原　　　勲
三村　英世
森　　　守
守屋　弘志

くらしき
創生クラブ【          】 【           】日本共産党

倉敷市議会
議員団【          】 【          】 【          】無所属

クラブ
赤澤　幹温
秋田　安幸
塩津　　学
時尾　博幸
原田　龍五
藤原　薫子

公明党
倉敷市議団
井出　妙子
生水　耕二
梶田　省三
新垣　敦子
森分　敏明
薮田　尊典

大橋　健良
大守　秀行
塩津　孝明
浜口　祐次
松成　康昭

くらしき
希望の会
中島　光浩
日向　　豊
矢野　秀典

※
今期定例会欠席

【          】 【          】

＊倉敷市議会　新議員の紹介
　４月２６日に行われた市議会議員補欠選挙で、三宅誠志氏、
小郷ひな子氏、山畑滝男氏の３人が当選され、それぞれ次の委
員会委員に選任されました。

　　　　　　　　　【小郷ひな子】（会派：未来クラブ）

　　　　　　　　　　　　保健福祉委員会
　　　　　　　　　　　　地方創生等特別委員会

　　　　　　　　　【山畑　滝男】（会派：未来クラブ）

　　　　　　　　　　　　環境水道委員会
　　　　　　　　　　　　復興・防災対策等特別委員会

　　　　　　　　　【三宅　誠志】（会派：日本共産党倉敷市議会議員団）

　　　　　　　　　　　　文化産業委員会
　　　　　　　　　　　　決算特別委員会


